
浜松市生活支援体制づくり協議体（第２層、元浜圏域） 第１回会議 議事録 

 

開催日時 令和５年６月１９日（月）９時３０分から１１時まで 

参 加 者 委員：９人 事務局：４人 その他：８人（高齢者福祉課：２人、中区長寿保険課：

２人、地域包括支援センター元浜：３人、曳馬協働センター コミュニティ担当：

１人） 

場 所 アイミティ浜松 大会議室 

内 容 1. 開会 

 

2. 挨拶  地域包括支援センター元浜圏域協議体会長   

 

3. 協議事項 

(1) 前回会議の振り返り 

生活支援コーディネーターより前回までの会議内容を説明。 

 

(2)おでかけマップについて 

① マップに関する問い合わせ内容 

事務局に問い合わせがあった内容について共有した。 

・新聞でこのマップのことを見た。曳馬や北地区でよくお散歩をする 

ため、マップがほしい 

・写経に参加したい 

・カラオケクラブに参加したい 

・医療機関として歯医者は載せていないのか→マップの紙面上難しい 

ことを説明。今後の参考とさせていただくと伝えた。 

 

② マップ配布後の地域の反応 

・マップづくりはかなり大変な作業だったが、地域の人から好評で 

あった。 

・市の方にも問い合わせがあり、サービス付き高齢者向け住宅の元気に 

でかけられる高齢者など配布対応した。 

・両面印刷しているものだが、家の冷蔵庫に貼って見ることができるよう 

にしたいので2枚ほしいという声があった。 

 

(3)地域課題について考える 

① 前回会議であがった地域の困りごとについて 

地域包括支援センター、長寿保険課、市社協ＣＳＷより地域の困りごとに

ついて話してもらった内容を振り返った。 

・認知症の住民の支援 

・近場の居場所がない 

・災害時の避難支援 

・ゴミ屋敷 

・買い物に歩いていくことが難しい 

 

② 浜松市地域福祉計画アンケート調査結果報告より 

地域課題を考えるにあたって、市が令和4年12月に実施した浜松市地域福

祉計画アンケート調査結果報告の内容を共有した。 

 

 



③ グループワーク～高齢者の暮らしにおける困りごとについて～ 

地区ごとに意見交換を行った。 

 

今回の会議であがった意見を踏まえ、今後の協議体としての取り組みを 

検討していく。 

 

4. 連絡事項 

 

5. 閉会  地域包括支援センター元浜圏域協議体副会長   

 

今 後 の 

見通し等 

昨年度おでかけマップが完成し、地域への配布を行った。おでかけマップは作成した

委員としても地域についてより深く知る機会になった。おでかけマップの地域の反応に

ついては、今後も地域からの意見を拾い協議体の中で共有していきたい。 

また、地域課題についての意見交換では、居場所や防災、子ども食堂のことなどがあ

げられ、委員としても課題に対し「自分たちがやらなければ」という意識が強く、積極

的に取り組みたい内容について話し合われた。今後の協議体として取り上げる地域課題

については、地域の状況を丁寧に確認しながら検討し、具体的な取り組みを考えていき

たい。 

 


